






目的

周産期医療システムの整備によって新生児の予後は著しく改善された。それは特に、超未

熟児の救命率の向上に顕著に見ることができる。今回、我々は超未熟児の院内出生、母体

搬送、新生児搬送別による死亡率について検討した。


